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千葉大学アントレプレナーシップセンター

01.26 14:30-16:30時間

場所

学校教育では、知識を越えて社会とつながる実践的な学びが求められています。
とくに、子どもが自ら問いを立て、考え、行動する過程には “手触り感のある体験” が生まれます。

正解のない問いに挑戦する体験こそが、
学びと社会を結びつけるアントレプレナーシップ教育の核心です。
本イベントでは、小中高の実践者や行政・企業の皆さまが一堂に会し、

その意義や実践を共有し、ともに語り合い、学び合います。

Center for Entrepreneurship
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参加費 無料

14:00- 受付開始
14:30- 開会挨拶
14:35- 実践者プレゼン

15:10- 基調セッション「アントレ教育の現在地と可能性」

15:30- 休憩

16:10- 総評・告知
16:15- クロージング・ネットワーキング
16:30- 終了

柏市立土小学校
井 上　昇 # さつまいも#商品化

千葉市立椿森中学校
岡 佑太郎 # アントレ導入 #探究の入り口

千葉県立特別支援学校市川大野高等学園
清水 崇史 # 校内コンビニ

#仕入れから販売まで

千葉県立佐倉南高等学校定時制夜間部
伊藤 晃一 #健康まちづくり

#地域で産官学連携

登
壇
者

担当 千葉大学アントレプレナーシップセンター
特任助教　小牧　瞳（ entrepreneurship@chiba-u.jp ）

登
壇
者 千葉大学 教育学部 学部長

藤川 大祐 教授
千葉大学 大学院国際学術研究院
片桐 大輔 教授
アントレプレナーシップセンター事業統括

15:35- グループディスカッション
グループでアントレ教育実践者の話を聞くことができます。
オンラインで参加の方は、基調セッションの続きを聞くことができます。

小中高大アントレ交流イベント
～手触り感のある体験が学びと社会をつなぐ～

受付開始 14:00～

千葉駅ペリエホールBルーム
千葉県千葉市中央区新千葉 1丁目 1番 1号
※オンライン参加も可能

お申し込みはこちらから 
https://forms.office.com/r/1PJvnLyUp6

▶
主催

https://forms.office.com/r/1PJvnLyUp6


千葉大学アントレプレナーシップセンター
提供コンテンツ

K-16 collaboration
千葉大学アントレプレナーシップセンターでは、高校生以下の児童・生徒を対象に、

「新しいことに挑戦することはワクワクする体験である」
と感じてもらうことを大切にし、大きく 3つの活動に取り組んでいます。

こんな方におすすめ
・自分なりにやってきた探究学習にさらに学校外とのつながりを増やしたいと考えている方
・課題解決のための調べ学習や講演を一方向的に聞くだけの授業を超えて、

計画

実施

振り返り

到達点と課題として残る部分を整理します。

職業体験学習や修学旅行など既存の活動に
絡めた形でアントレプレナーシップ教育を
実施できないか等、検討します。

【お問い合わせ】 千葉大学アントレプレナーシップセンター
【担当】特任助教　小牧　瞳（ entrepreneurship@chiba-u.jp ）

授業実施までのプロセス

提供しているコンテンツ

K-16 collaboration
詳細はこちらから ▶

教材提供
小中学生を対象としたアイデアの発想からアクションを起
こすまでを考えるための教材「解決アクションシート」や
起業経験者へのインタビュー動画を見ながら起業の要点を
学べるストーリー教材「ネコスタの修行
～ドローン編／ゲームソフト編～」等を
HPにて無償公開しています。

教材は
こちら▶

https://x.gd/cpytM

ネットワーキングの機会
各種研修や年に一度開催予定の小中高大アントレ交流イベ
ントにおいて、企業の方や行政の方、地域の方と学校の先
生方が交流できる機会を提供します。

探究学習の授業サポート・教員研修
地域と連携した探究学習やアントレプレナーシップ教育を
初めて開始する小中高の先生の授業サポートや教員研修を
行います。

新しい価値を生み出したり双方向的なコミュニケーションを増やしたいと考えている方

年間計画、単元計画

地域や企業との事前のすり合わ
せを行い、授業を実施します。

授業の実施

これまでの探究学習の振り返り

https://x.gd/cpytM

